
今年度学校施設がずいぶん

充実しました。その中で真っ

先に思い浮かぶのが図書室で

す。昨年度から図書の寄贈を

受けた折は、その都度お知ら

せしてきましたが、この２年

間で１０００冊を超える図書

の寄贈を受けました。その中

には、企業の皆さんからはも

ちろん多くの個人の方、また

愛知県の旭北小学校の子ども

達が集めてくれたものも含ま

れています。皆さんのおかげ

で、本当に図書室らしくなっ

てきたと思います。

日本を離れ生活しているも

のにとって、日本の書籍は非

常に貴重なものです。特にこ

こカタールのように、その国

で買うことができない場合は

なおさらです。しかも良書と

いわれているものが、新しい

本でたくさんそろっているの

で、子ども達にとっても本当

に良かったと思います。

図書の冊数だけでなく、図

書室の環境としても、子ども

達が利用したいと思う図書室

に徐々になってきたように思

います。中部電力の三田会長

からいただいた畳で作った

「畳コーナー」は、子ども達

のお気に入りの場所になって

います。朝読書の日には、イ

スよりも畳を利用している子

どもの方が多いくらいです。

リラックスして本を読むこと

ができる場があるというのは、

とても良いことではないかと

思います。

また、(株)シャープから寄

贈していただいた「空気清浄

機」も図書室に設置されてい

ます。たくさん寄贈していた

だいたので、各教室だけでは

なく大勢が１度に集まる図書

室にも置くことができました。

日本の学校で、空気清浄機を

設置している図書室というの

は、私はあまり聞いたことが

ありません。このように、本

当に多くの方々のご協力で図

書室の充実が図れたことは、

大変ありがたいことと感謝し

ております。

開校当初から「図書室を学

校で最も居心地の良い場所に

したい」と思っていたので、

物質的な面だけでなく環境衛

生面など、様々な面で充実し

てきたことは、とても嬉しく

思います。

これからさらに考えていか

ねばならないことは「図書室

のより良い活用の仕方」です。

施設として充実してきたから

こそ、それをどう活用するか

がこれからの大きな課題です。

今年度重点目標の１つとして

読書指導の充実を掲げてきま

した。来年度は、ますます充

実させることができるように

工夫していきたいと思います。
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「畳コーナー」はいつも大人気

本棚がすっかり埋まりました

第１学期まで一緒に生活を

していた雪乃さんが、日本か

らわざわざ遊びに来てくれま

した。雪乃さんは日本で既に

卒業式を済ませ、どうしても

ドーハ日本人学校の友達にも

う１度会いたいと、春休みを

使って来てくれたようです。

わずかな時間ですが、お互

いにとって大切な思い出にで

きればと思います。

｢山田雪乃さん｣ が
遊びに来てくれました

旭北小からいただいた本のコーナー 雪乃さんと久しぶりのお弁当



今年度は児童生徒数が開校

時の約３倍に増え、大変嬉し

く思っています。増えたとは

いえ小規模校に変わりはあり

ませんが、クラスや学校での

取り組みなど、様々な変化が

見られるようになりました。

子ども達が増えるたびに強

く感じてきたことは「子ども

は子どもの中で育つ」という

ことです。これは当然のこと

ですが、いろいろな子どもが

いることで、子ども達は子ど

も同士の関わりの中から様々

なことを学び、お互いの感情

を交流し合うことができるの

です。しかしこの感情の交流

は、年齢が近い者同士でない

と難しいことが多いため、ク

ラスの仲間が増えるというこ

とは、子ども達の成長にとっ

ても大変ありがたいことなの

です。

お互いの感情を出し合うこ

とによって、様々な衝突が生

まれます。思うようにならな

くて悔しさを覚えたり、友達

とけんかをして涙を見せるこ

とがあるかもしれません。し

かしこれらは全て、子ども達

の健全な成長にはとても大切

なことなのです。

最近は、周囲との摩擦を嫌

う子どもが増えてきているよ

うに感じます。むしろ傷つく

ことを怖がっているといった

方が良いかもしれません。そ

のため表面的な交流しかでき

ず、一旦うまくいかなくなっ

てしまうと、関係を修復する

ことができず、しだいに敬遠

するようになってしまうので

す。このようなことでは、こ

れから先、自分とは異なる多

くの人との関わりを持つこと

が難しくなってしまいます。

今の社会で望まれているの

は「共生の力」です。傷つく

ことを「辛い・悲しい」と悲

観的にとらえるのではなく、

人に優しく自分に強くなるた

めの、大切な第一歩だと前向

きに考えられるようになって

ほしいと思います。

子ども達と大人の関係にお

いても、同じようなことが言

えるかもしれません。「子ど

もは叱られる権利がある」と

言われた有名な方がいます。

確かにその通りだと思います。

ところが、最近は叱られるこ

とに慣れていない、叱られる

ことそのものを極端に嫌う子

どもが増え、叱れない大人も

増えてきたように思います。

これも大変心配なことでは

ないでしょうか。大人が子ど

もに対して権威を振りかざす

のではなく、しっかりと向き

合ってやることが必要だと思

います。

「子どもは食う権利がある。

子どもは遊ぶ権利がある。

子どもは寝る権利がある。

子どもは叱られる権利があ

る。ところが本当に子ども

を叱る人が少なくて、怒る

人が多いのです。」

私はこの言葉を、自分を振

り返る時に考えることにして

います。子ども達の健全な成

長のためには、周囲の人との

感情の交流がとても重要です。

子ども同士はもちろん、私達

大人と子どもの関係でも、真

剣に考えなければならないこ

とではないかと思います。
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毎日いろいろな関わりが生まれます

毎日楽しいお弁当の時間 休み時間には元気良く外で遊びます ゲームで楽しむ中学部の生徒達



昨日の５時間目に、今年度

末でドーハ日本人学校を離れ

る子ども達のお別れ会を行い

ました。予定ではもう少し多

くの子が転出することになっ

ていましたが、東日本大震災

の影響で帰国を先延ばしされ

た方もあり、今回は７名の子

ども達とのお別れになります。

お別れ会をするといつも思

うことですが、ドーハ日本人

学校の子ども達は本当にやさ

しいということです。送る側

と送られる側のどちらもが、

わずかなお別れ会の時間をと

ても大切にしようとしている

気持ちが、大変良く伝わって

きます。

最後の思い出に、全校で久

しぶりに｢こおり鬼｣が行われ

ました。青空の下、みんなで

思いきり遊びたいということ

で、校舎裏の芝のスペースが

使われました。日中はかなり

暑くなっていて、思いきり外

を走り回るのはつらい時期に

なりつつありますが、それで

も子ども達は、顔を真っ赤に

して楽しんでいました。

その後には、送る言葉やお

別れの言葉が続きました。毎

回子ども達のあいさつを聞い

ていると、涙が出そうになり

ます。たった１人との別れで

さえつらいのに、１度に７人

となると寂しさもとても大き

くなります。

そんな中でも、子ども達の

あいさつの素晴らしさには感

心させられます。お別れする

７人の子ども達のあいさつに

は、きっと日本へ帰っても、

学校をかわっても立派にやっ

ていけるという強さを感じる

ことができます。それは昨日

のお別れ会に限ったことでは

ありません。前回のお別れ会

の時もそうでしたし、今まで

何度も繰り返されています。

人前でしかも自分が送られ

るという立場でも、自分の思

いがきちんと話せるというこ

とは、素晴らしいことです。

それだけの緊張にも負けない

力をつけてくれたのだと、１

人１人のあいさつを聞きなが

ら私は嬉しく思いました。

日本人学校では「別れ」を

避けて通ることはできません。

つらいのは仕方ありませんが、

新たな｢出会い｣の始まりであ

り、自分を成長させるための

大切な経験でもあります。ドー

ハを離れる子も残る子も、今

までの成果を生かし、自信を

持ってこれからの学習・生活

にのぞんでほしいと思います。
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心のこもったお別れのあいさつ

７人の友達とのお別れ会：お別れの言葉と記念品を贈りました

明日はいよいよ卒業式です。

卒業生と在校生の全員が力を

合わせ、素敵な式にするため

に頑張っています。今日はみ

んなで会場準備と、最後の練

習に取り組みました。きっと

素晴らしいものにできると思

います。

お忙しい折とは思いますが、

保護者の皆様のご出席、よろ

しくお願いいたします。

明日は ｢卒業式｣

最後の練習に力が入ります



本日の修了式をもって、平

成２２年度を無事に終えるこ

とができました。ここまで来

ることができたのは、保護者

の皆様をはじめ多くの方々が

支えてくださったお陰だと感

謝の気持ちで一杯です。

また昨日の卒業式には、年

度末のお忙しい中にもかかわ

らず、門司大使をはじめ多く

の来賓の方が駆けつけてくだ

さり、厳粛な儀式を温かい雰

囲気で執り行うことができま

した。保護者の皆様をはじめ

こうした皆様の温かいご支援

があり、この学校は成り立っ

ているということを改めて感

じました。

それ以上にこの学校を盛り

上げているのは、子ども達１

人１人の力です。これまで、

何度も話していることですが、

ドーハ日本人学校の子ども達

はどんなことにも意欲的に取

り組んでいます。そして本番

に強いという、とても素晴ら

しい力を持っています。卒業

式も、正にその力を発揮して

くれたと思います。

今日の修了式では、各学年

ごとに修了証書を渡しました

が、返事も姿勢も卒業生とか

わらない大変立派な態度をし

ていました。

年度を締めくくる大切な儀

式で、子ども達の成長を感じ

ることができ、有終の美を飾

ることができたようで、嬉し

く思っています。

たくさんの方への感謝を忘

れず、今後も子ども達と共に

頑張っていきたいと思います。
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修了式の態度も立派でした

皆様のご協力でとても素敵な卒業式にできました

この１年間ドーハ日本人学

校に対し、様々な面でご支援

ご協力くださりありがとうご

ざいました。お陰様で子ども

達が楽しく安全に学校生活を

送ることができる環境が、少

しずつ整って参りました。

今年度末での帰国者が多い

のは大変寂しいことですが、

これは日本人学校の宿命でも

あります。だからこそ、それ

ぞれの出会いと別れを大切に

し、これまでの皆さんのご支

援を活かせるよう、職員一同

気持ちを新たにしております。

転出していく子ども達とドー

ハ日本人学校の子ども達の、

ますますの活躍を心から祈っ

ています。

保護者の皆様へ


